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特殊堤防構造概要図

隙間にモルタル充填



現場での問題点

①フーチングブロックは据付時の水平精度を確保するため、

鋼鋼管杭に仮受冶具を溶接しその上に設置する構造となっている。

②均しコンクリートは、施工精度上、仮受冶具に対し5mm程度
低低くなるように施工する。

③構造上、鋼管杭とフーチングブロックを一体化させるために

鋼鞘管と鋼管杭の隙間に、モルタルを打設する。

④その際、フーチングブロックと均しコンクリートの隙間から、

カモルタルが漏出する問題が、当初から想定されていた。

⑤その対策として、通常型枠組立時に、ノロ止で使用する隙間テー

ロプを、均しコンクリートに釘止めしていたが、漏出防止の効果が
百十分とは言えなかった。



構造図①
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構造図②
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当初の施工状況①
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当初の施工状況② モルタル漏出状況



改善状況①

水膨張性止水テープの使用

商品名：インシュロン

水膨張性止水テープは、厚さが20㎜、幅30㎜あり、片面が粘着性と
なっているため、ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ下面のような平滑面では接着が可能
である。

断 面 図 平 面 図（ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ下面）

ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ下面への
水膨張性止水テープ貼付



改善状況②

水膨張性止水テープ貼付状況

水膨張性止水テープ
□-30mm×20mm

ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ下面



改善状況③

ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ下面

水膨張性止水テープ貼付完後
ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ架設状況

水膨張性止水テープ
(インシュロン）



改善状況④

フーチングブロック架設状況

ﾌｰﾁﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
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改善状況⑤モルタル打設状況

モルタル打設完了

ﾓﾙﾀﾙ漏出見られず
①水膨張性止水ﾃｰﾌﾟによりﾓﾙﾀﾙの漏出は
劇的に減少し、材料ﾛｽ、作業手戻り、片
づけ等の作業が削減された。

②この止水ﾃｰﾌﾟは圧縮することで止水性
能が発揮されるため、通常の型枠への使
用は不向きであるが、締切構造などで、
隙間を充填したいｹｰｽなどに応用可能で
あり、大川では樋門部の水路部を鉄板と
この止水ﾃｰﾌﾟで防水し、3mの水深でも
漏水を止めている。
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